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    地域の絆を育み、安心して住み続けられるまちづくりを


    平成25年度地域福祉推進セミナー


    これからの学区社協の活動

    ―地域の絆づくりの推進と学区社協の重点目標―
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    　市社協では、先進的な実践とその成果を共有することにより学区社協活動の更なる充実につなげようと、6月14日（金）にひと・まち交流館 京都にて地域福祉推進セミナーを開催しました。社協、関係団体、行政関係者あわせて約300人の方にご参加いただきました。


    　平成23年8月に策定した「京都市における社協行動指針」。市社協ではこれに基づき、社会的孤立を防止するため「見守り活動」「居場所づくり」「相談事業」の3つを柱とする「地域の絆づくり事業」を展開してきました。セミナーでは、この取組に主体的に取り組んでいる3つの学区社協の活動が報告されました。

  


  
    


    見守り活動


    「向こう三軒両隣」高齢者をみんなで見守る


    大塚 繁 氏（樫原社会福祉協議会 会長）
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    　西京区の樫原学区社協では、高齢者宅の近隣に住む方に協力者になってもらい、高齢者見守り活動をしています。1人の対象者につき近隣協力者2人、民生委員や学区社協役員などの地域支援者1人、ブロック長1人という重層的な体制をとり、「支えあいマップ」に記し一目でわかるようにしています。声掛けや生活の様子への目配りをし、何かあれば民生委員や専門機関と相談しながら対応。庭木の剪定など簡易なことは、住民同士の助け合いとしてボランティアが対応します。


    　京都市の「災害時要援護者名簿」も活用しながら、より多くの対象者への働きかけをし、重層的な見守り体制を構築したい、と報告されました。

  


  
    


    居場所づくり


    気軽に集えるいこいの場で顔の見える関係づくりを


    佐藤 龍治 氏（山ノ内社会福祉協議会 副会長）
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    　右京区の山ノ内学区社協では、平成24年6月から喫茶型サロン事業「スマイルモーニング」を第1、第3日曜日の朝に開催しています。同社協ではこれまで単発の事業が中心でしたが、地域の福祉ニーズを考え、定期的ないこいの場をつくることを決めました。


    　100円でトースト、コーヒー、ゆで卵、バナナを提供。約60人の参加者の多くは高齢者で、誘い合って参加する人やリピーター、男性も多いのが特徴です。近隣の福祉施設の利用者も参加しています。＂スマイル”を大切にしたスタッフのさりげない心配りが、参加者同士の気軽な交流につながっています。


    　「スマイルモーニング」から深まった地域の方との接点をいかして、今後は困り事の相談窓口設置を検討しています。

  


  
    


    重点目標の設定


    プランは活動の道しるべ　育てた事業・つながりを次の５年へ


    池田 和代 氏（藤城学区社会福祉協議会 会長）
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    　伏見区の藤城学区社協では、伏見区社協活動計画の一環として学区社協活動の取組目標となる「学区社協重点活動プラン」を策定し、事業を進めています。


    　坂道が多い、公共施設が少ないなど学区の課題に対応するため、「安心して集える場を設けます」という重点プランを平成19年度に策定。新設された児童館での子育てサロンや小規模多機能施設での健康すこやか学級の実施、民家を利用した地域の居場所「緑の家」の開設と、活動を充実させてきました。


    　平成24年度に「一人ひとりを見守り、生活を支える社協をめざします」という今後5年間の重点活動プランを決めました。「新しい活動をする時、方向性に迷った時、このプランが道しるべになる」と報告されました。

  


  
    


    まとめ


    三層の連携で絆づくり事業をさらに発展させよう


    コーディネーター　平田 和洋（京都市社会福祉協議会 事務局長）


    　平田事務局長は3つの報告を通じて、「見守り」から「相談」、「居場所づくり」から「相談」というように、３つの活動を連動させていることを重視したいと指摘。また、区社協のサポートを受けながら、学区社協の重点目標づくり、学区の状況や学区社協の活動をまとめた学区社協台帳の整備に取り組んでほしいと呼びかけました。
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    新たな福祉課題に対応する事業をスタート


    新規・重点事業をご紹介します


    　社会状況の変化にともない日々起こる福祉課題に対応するため、市社協では今年度もさまざまな新規・重点事業に取り組んでいきます。その一部をご紹介します。


    佛教大学との共催講座


    災害時に災害ボランティアセンターの運営をサポートする人材を養成


    　平成24年6月に佛教大学と締結した「人に優しく、災害に強い福祉のコミュニティづくりに関する協定」に基づき、災害対策や災害ボランティアセンターの基礎について学んでいただく講座を同大学と共同で開講しています。


    　講座を修了された方には、発災時に災害ボランティアセンターの運営に協力していただく「災害ボランティアセンターサポーター」としての登録を呼びかけ、平成24年度には41人に登録していただきました。


    　今年度は、6～9月に開催される基礎講座に加えて、冬には応用講座の開催も計画しており、災害時に求められる人材の体系的な養成に向けて取り組みます。


    問い合せ先　京都市福祉ボランティアセンター


    ☎３５４―８７３５
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    認知症の人が安心して集える場所をつくりたい


    「おれんじサロン ひと・まち」～若年性認知症・初期認知症の本人交流会～を毎月開催


    　若年性・初期認知症の人が楽しく集いながら相談や支援・ケア情報を得ることができる場所として、ボランティアの協力を得ながら、7月から「おれんじサロン ひと・まち」をひと・まち交流館 京都で開催しています。


    　若年性認知症には、本人や家族が受ける心理的衝撃や経済的損失などさまざまな深刻な問題があるにも関わらず、十分な対策がとられていない現状があります。


    　また、若年性・初期認知症の人は、本人に合う介護サービスが少ない、周囲の人からの理解が得にくいなど、社会参加の場が少なく孤立しがちです。


    　若年性・初期認知症の人が安心して地域で暮らし続けるためには、このような交流の場を地域につくっていくことは大変重要です。


    　お茶を飲みながら、同じ立場の人同士で話し合い、悩みを共有できる場所づくりを、ボランティアの協力も得ながら進めていきます。


    日時　毎月第3水曜日　14時～15時30分


    ※事前にお申込みください。


    問い合せ先　京都市長寿すこやかセンター


    ☎３５４―８７４１
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    生活支援の先駆的な取組


    京都市の「チャレンジ就労体験事業」を受託


    　市社協では生活保護受給者の自立を支援するため、「チャレンジ就労体験事業」を京都市から受託して、7月から事業を開始しています。


    　本事業は、直ちに一般就労が困難な生活保護受給者の方に対して就労体験の機会を提供することにより、就労による自立や社会生活の自立に向けたステップアップを図ることを目的として実施するものです。


    　体験内容は、軽易な作業の手伝い・配膳・清掃作業・施設利用者の話し相手などです。体験者には就労や社会参加への一歩を踏み出せるよう、日常生活のリズムをつくりコミュニケーションの力を高め、体験を通して働く喜びや就労に対する自信を深めてもらいます。


    　このような就労体験事業を社協が受託することは全国的にも例がなく、深刻化する生活困窮や社会的孤立に対応する生活支援の先駆的な取組と言えます。


    　現在、社協のネットワークを活かして、まずは市社協が運営する老人デイサービスセンターなどで就労体験の受入を始めています。こうした取組は、施設の社会的貢献にもつながるものです。


    　今後は就労体験先を関係団体や企業等へ拡大し、幅広く丁寧な支援により体験者の自立を目指します。


    問い合せ先　生活支援部


    ☎３５４―８７３２
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    職員と共同で行う清掃作業
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    利用者への声かけ・話し相手

  


  
    サロン・サークルの運営に役立つヒントがいっぱい！


    「子育てサロン・サークル活動事例集」の発行


    　平成23年6月からＮＰＯ法人京都子育てネットワークとのコラボレーション事業として、子育てサロン等が継続して活発に活動できるよう、アドバイザーを派遣してプログラムや運営に関する助言を行う「子育てサロン等運営アドバイザー派遣事業」を実施しています。


    　子育てサロン等の先進的な取組に関する情報を集約して幅広い周知を図るため、「子育てサロン・サークル活動事例集」を作成し、学区社協や民生委員さんをはじめ関係機関へ配布しました。


    子育てサロン等の運営スタッフ向けに、活動の参考となる新しいアイデアやユニークな取組を多数掲載しています。


    　今後も、子育ての不安や負担感の軽減、孤立の解消につながる、身近な地域における「居場所づくり」の活動を支援していきます。


    問い合せ先　児童館事業部　☎354－8725

  


  
    


    VOICE　サロン・サークル参加者の声


    ◎子育ての先輩に、アドバイスをもらって安心しました。


    ◎一緒にあそんでもらえるので、ありがたいです！


    ◎ご近所のママ友ができてよかったです。


    ◎地域のスタッフの方がやさしく声をかけてくれるのがうれしいです！


    ◎スタッフの方が、道であっても気軽に声をかけてくださるのがうれしいです。


    ◎サロンに行くと、実家に帰った気分になります！元気がチャージできる感じです。


    ◎同じ子育ての悩みを抱える親同士、つながれる場があって、元気をもらえる仲間に出会えます。
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    平成25年度事業計画


    人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくり
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    　地域の絆づくりや生活困窮者への取組を更に進めるため、地域、関係機関・団体、施設等と連携を強化し、職員が主体となって訪問（アウトリーチ）を徹底し、生活課題の把握と、要支援者への寄り添い型支援等の先駆的な生活支援に取り組みます。

  


  
    


    １　基盤の強化


    ◎自律的で効率的な組織運営


    ◎介護保険施設の業績向上等、実績による収入確保と効果的・効率的な予算執行による、持続可能で安定的な財政運営


    ◎人事考課の導入と将来の組織運営や相談援助をしっかりと担える人材の育成


    ２　事業の展開


    ◎生活支援の強化


    ◆区社協


    　生活支援や、セーフティネットの取組である生活福祉資金貸付事業、権利擁護の取組である日常生活自立支援事業を更に充実するための基盤強化。


    ◆学区社協


    　見守り活動・居場所づくり・相談事業を柱とする地域の絆づくりの取組や、災害時要援護者名簿の共有による地域における見守り活動促進事業の推進により、社会的孤立の防止を図る。


    　社協行動指針に基づく、学区社協の重点目標づくり・学区社協台帳の整備の推進。


    ◆各事業所


    　生活支援への積極的な協力。


    ◎ネットワークの充実


    　◆行政・関係団体・当事者団体・支援団体等とのネットワークの拡大と、地域住民との協働の推進


    　◆法人事業所の連携による区域での共同事業の実施


    　◆指定都市社協間の連携による全国的な動向への対応


    ◎指定管理事業の再編・充実


    　◆洛西ふれあいの里保養研修センターの見直しを受けて、社会福祉研修機能の再編・充実の検討


    　◆持続可能な介護保険事業の展開


    ◎災害対策の推進


    　◆災害ボランティアセンターのスタッフの養成や設置運営訓練


    　◆福祉避難所となる介護保険施設における資機材の備蓄


    予算（単位：千円）
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    平成25年度　指定都市社協・民児連連絡協議会開催
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    　7月16日（火）・17日（水）に、京都ロイヤルホテル＆スパで20の指定都市の社協と民児連の代表者約150人が一堂に会し、市社協と市民児連の共催により指定都市社協・民児連連絡協議会を開催しました。


    　門川京都市長、厚生労働省から矢田地域福祉課長、全社協から山田常務理事、全民児連からは天野会長を御来賓としてお迎えしました。


    　社会的孤立や権利侵害に加えて生活困窮者問題などの生活課題が深刻化する中、これまで以上の役割が期待されている社協と民児連の新たな生活支援の取組などについて、活発に意見交換を行いました。

  


  
    


    日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）、生活支援員（臨時職員）


    募集中!!


    　判断能力が十分でない方にとって、福祉サービスの情報を自分で集めたり、自分に合った福祉サービスを選択したりすることは容易なことではありません。また、生活に必要なお金の管理に困ったり、大切な通帳や印鑑の保管場所を忘れてしまうこともあります。


    　日常生活自立支援事業は、高齢の方や知的・精神に障害のある方などで、判断能力が十分でない方に対して、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理についてお手伝いを行う事業です。


    　生活支援員はこの事業の担い手として、利用者の地域生活を支援する活動を行います。


    　現在、市社協では生活支援員を市内全域において募集しています。関心をお持ちの方は、どうぞお気軽に下記までお問い合せください。


    問い合せ先　生活支援部

    ☎354－8734
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